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こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い

　
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命

に
努
力
し
て
い
る
子
ど
も
の
瞳
は
、

真
っ
直
ぐ
に
未
来
を
見
つ
め
、
き
ら

き
ら
と
輝
い
て
い
ま
す
。
曽
於
市
教

育
委
員
会
で
は
、
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
し
て
い
け
る

よ
う
に
、「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な

人
間
性
」「
健
康
・
体
力
」
の
知
・
徳
・

体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

   

重
点
的
な
取
り
組
み
事
項

① 

「
夢
」
を
大
切
に
す
る
取
り
組
み

の
推
進
で
夢
を
も
ち
、
夢
に
向

か
っ
て
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
み
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
児
童
・
生

徒
を
育
成
し
ま
す
。（
夢
強
調
月

間
の
設
定
、私
の
夢
発
表
会
、ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
等
に
よ
る
講
話
）

② 

学
力
向
上
対
策
の
設
定
と
実
践
で

繰
り
返
す
こ
と
で
学
習
の
基
礎
・

基
本
を
身
に
つ
け
た
児
童
・
生
徒

を
育
成
し
ま
す
。（
学
習
の
し
つ

け
、
三
速
（
速
読
、
速
書
、
速
算
）

運
動
、
定
着
す
る
授
業
な
ど
）

③ 

継
続
す
る
力
の
育
成
で
覇
気
に
満

ち
、
夢
実
現
の
た
め
に
何
事
も
自

１　主体的に達成しようとする三つの構え
　　「心構え」　「身構え」　「物構え」

三つの手立て ２　主体的に達成しようとする三つの話の聞き方
　　「目で聞く」　「耳で聞く」　「心で聞く（受け止める）」

３　主体的に達成しようとするあいさつの三つのポイント
　　「立ち止まって　大きな声で　頭まで」

基本理念
そお黒牛三つの教え

夢実現にチャレンジする
「そおっ子」を
育成するために

平成 21 年度曽於市教育委員会方針

人は何でもねばり強く頑張る
ことが大切である

ねばり強い頑張り
【よだれ】

人は繰り返し努力する
ことが大切である

繰り返しの努力
【はんすう】

しっかり先を見通し
計画的で地に足の着いた
確実な行いが大切である

【しっかりした歩み】

着実な取組

■ 曽於市教育委員会の基本目標を達成するための三つの手立て ら
最
後
ま
で
や
り
抜
く
、
児
童
・

生
徒
を
育
成
し
ま
す
。（
体
力
づ

く
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
）
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覇気に満ち、
常に夢実現にチャレンジする
児童・生徒の育成！

【学習のしつけの徹底】

正しい鉛筆の持ち方やノートの取り方
発表の仕方や聞き方、授業を受ける心構え等

①知識・技能の確実な習得

②思考に必要なヒントや道筋の提示

③子どもの思考の焦点化

④子どもの思考を生かした授業の展開

⑤全ての子どもが思考する授業の実施

①目標の明確化

　全ての子どもに「これだけは」

②練り合い・深め合う場の工夫

　自力解決の場がある授業等

③練習タイムの実施

　自己採点で確認

④ラスト10 分の取り組み

　確実なまとめと完結する授業

活用力育成のポイント 1単位時間の授業例

反
復
・
ス
ピ
ー
ド
の
実
践

三
速
運
動
の
推
進
（
速
読
・
速
書
・
速
算
）

授業以外の時間に補充指導やドリル、

スピードを意識した練習での確実な定

着を図る実践

各学校の実態に応じた家庭学習の具体

的な設定と実践

「家庭学習 60・90運動の推進」

授業以外の取り組み 家庭学習の充実

定着する授業の徹底・実践


